
（様式２）

※１～６：所管課記入、７：指定管理者記入、８～９：指定管理者及び所管課記入、10：指定管理者及び所管課記入（実施した場合）

所管部・課

指定管理者 一般社団法人　長野県猟友会

１　施設名等

住所 上伊那郡辰野町大字沢底字山寺山

施設名 電話 0266-43-3322

ホームページ http://www.keneishajou.jp/

２　施設の概要

設置年月 平成６年６月 根拠条例等 長野県営総合射撃場条例

管理研修棟 １棟 （大研修室、小研修室、ロッカー、事務室）
クレー射撃場 ２面 （シングルトラップ、ダブルトラップ）
スキート射撃場 ２面 （うち１面はラビット併設）
ライフル射撃場 １面 （100m）
空気銃射撃場 １棟

利用料金 入場料：500円（別途クレー代等が必要）

開所日 毎年４月１日～11月30日、毎週 月・火曜日休業

開所時間 ８：３０～１７：００

３　現指定管理者前の管理運営状況

～平成17年度 管理委託 社団法人　長野県猟友会

平成18～23年度 指定管理 社団法人　長野県猟友会

４　報告年度の指定管理者等

指定管理者 一般社団法人 長野県猟友会 指定期間 平成29年４月１日　～  34年３月31日（５年間）

選定方法 公募（応募者数：１）

５　指定管理料（決算ベース）

※（Ａ）：当該年度、（Ｂ）：前年度（以下同じ）

0 千円 千円 千円

６　指定管理者が行う業務

①施設及び設備の維持管理に関する業務

②長野県営総合射撃場の利用の許可に関する業務

③長野県営総合射撃場の利用に係る料金に関する業務

④上記①から③までに掲げる業務に付帯する業務

７　利用実績等

（１）利用実績【指標：利用者数】 （単位：人）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

令和元年度（Ａ） 559 540 657 410 422 587 960 531 0 0 0 0 4,666

平成30年度（Ｂ） 659 433 679 325 402 536 910 470 0 0 0 0 4,414

（Ａ）/（Ｂ） 84.8 124.7 96.8 126.2 105.0 109.5 105.5 113.0 0.0 0.0 0.0 0.0 105.7

（２）利用料金収入 （単位：千円）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

令和元年度（Ａ） 280 270 329 205 211 294 480 266 0 0 0 0 2,333

平成30年度（Ｂ） 329 216 339 162 201 268 455 235 0 0 0 0 2,205

（Ａ）/（Ｂ） 85.0 125.0 96.9 126.5 105.0 109.5 105.5 113.0 0.0 0.0 0.0 0.0 105.8

（３）利用料金見直しの状況（前年度と比べて）
見直しの有無

（４）開所日・時間の見直し等の状況（前年度と比べて）

平成30年度（Ａ）：　　　日176日 平成30年度（Ａ）：　　　日8:30～17:00

　 平成29年度（Ｂ）：175日 平成29年度（Ｂ）：　　　日8:30～17:00

期　　間 管　理　形　態 管理受託者又は指定管理者等

増減
理由

0 0

指定管理者制度導入施設の管理運営状況　【対象年度：令和元年度】

令和元年度（A）

長野県営総合射撃場

平成30年度（B）

増減要因等 例年並みの利用実績となった。

設置目的

施設内容

差（A）－（B）

　猟銃の適正な取扱いの習得及び射撃技術の向上を図ることにより、狩猟による事故を防止し、県民の安全に寄与することを
目的として、射撃の実技訓練の場を提供するため。

無

例年並みの実績となった。

無

開所日数 開所時間 見直しの有無 見直した場合はその内容

林務部森林づくり推進課 鳥獣対策・ジビエ振興室

増減要因等

見直した場合はその内容

1/2

http://www.keneishajou.jp/


（様式２）

（５）サービス向上のため実施した内容
①職員研修の実施（個人情報の取扱い、各種施設の取扱い）

②ホームページを利用した予約状況等の情報提供を実施

③管理研修棟内の掲示板による予約状況、射撃大会及び講習会等の開催についての情報提供を実施

④利用者及び関係団体への各種案内やパンフレットの配布を実施

⑤軽食、狩猟関係用品等の販売

⑥教習射撃及びライフル銃の所持許可の新規取得者を対象にした講習会の実施

（６）その他実施した取組内容
①自主的に設置したテラスの周辺に葭簀（よしず）などの日除け対策を行った。

②職員などにより、定期的に射撃場までの道路の草刈り、花の植栽等管理棟周辺の環境美化を行った。

（７）利用者の主な声及びその対応状況

８　管理運営状況（実施状況及びそれに対する評価を記入） ※項目は施設の状況に応じ加除修正してください。

評価

＜評価区分＞ Ａ：仕様書等の内容を上回る成果があり、優れた管理運営が行われている。
Ｂ：おおむね仕様書等の内容どおりの成果があり、適正な管理運営が行われている。
Ｃ：仕様書等の内容を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要である。
Ｄ：仕様書等の内容に対し、重大な不適切な事項が認められ改善を要する。

９　施設管理運営の課題

項　目

10　第三者評価で指摘された事項の管理運営等への反映状況（第三者評価実施年度の翌年度以降に記載）

【実施年月日：令和元年11月18日】　※H31年度以降実施予定

　施設内及び周辺の環境整備が的確に行われていることや、従業員の対応の良さから、利用者からは、満足度が高い評価を得ている射撃場と
言われている。

収支状況

施設の管理運
営の課題

施設、設備の老朽化が進んでいるため、指定管理者が営業上
やむを得ず行う修繕費が年々増加しているので、県による根本
的な修繕等が必要である。

建設から20年以上経過し、設備の老朽化が認められることか
ら、計画的な維持補修を進めていく。

指　定　管　理　者 所　　　管　　　課

総合評価

収入21,992千円に対し、支出は21,971千円であり、21千円の黒
字であった。
小規模な修繕、射撃場までのアクセス道路や施設周辺、フィー
ルド内の草刈等を職員で行う等、経費削減に努めた。

　遠距離からの利用者の要望に応えるため、昼食時にクレー
射撃ができるようにしたり、技能講習、教習射撃等の講習会を
閉場日に実施することにより、利用者の利便性を向上させるこ
とができた。
　長野県営総合射撃場管理運営委員会のメンバー等により、
施設内の排水溝の清掃、施設周辺の草刈りを定期的に行うな
ど、大雨等に備えた取り組みを行った。
　事故・違反防止のための講習会などの開催に合わせて、猟
銃の疑似体験装置を一般の方に利用していただくことで、狩猟
に対する理解を深めていただく取り組みを行った。

施設の設置目的を踏まえた取組であるとともに、利用
者の視点で創意工夫された自主事業が実施されてい
る。

Ｂ

職員・管理体制 Ｂ事業計画に基づいた職員配置が行われている。
事業計画に基づく職員配置を行った。
（非常勤職員：９名）（事務局４名、従業員５名）

利用者サービス
向上の取組

　閉場中に技能講習、教習射撃及び新規のライフル銃所持許
可者への講習会を実施し、利用者から感謝されるとともに、狩
猟者確保の取組に繋がった。

銃砲所持許可のための射撃講習等を閉場日にも開
催するなど利用者の利便性向上を図るための柔軟な
対応が確認できるとともに、利用者に対するきめ細や
かな対応により、銃猟者確保に寄与したと認められ
る。

Ｂ

利用者が減少したが、経費節減や自主事業に努めた
ことにより、昨年度同様、堅実な管理運営がなされ、
利用者の視点に立った柔軟な対応が評価できる。今
後も利用者に快適かつ安全に利用していただける管
理運営に期待する。

Ｂ

利用者の視点に立った施設の適切な管理運営及び
経営努力がみられる。

B

自主事業 計画書に基づく自主事業を実施することができた。

指　定　管　理　者 所　　　管　　　課

施設の目的に
沿った管理運営

協定書、仕様書及び事業計画書に基づいた管理運営ができ
た。

協定書に基づき、年度当初の事業計画に沿った管理
運営を実施したと認められる。

Ｂ
平等な利用の
確保

利用予約は先着順で受け付ける等、平等な利用を確保するこ
とができた。

利用者に対して平等な利用確保を行ったと認められ
る。

Ｂ

項目

・特に無し

・職員研修を取り入れ、目的達成の努力がうかがえ
る。
・利用者の協力を得ながら、環境整備が行われてい
る。
・射撃講習、技能講習等を閉場日に開催しており、
利用者の利便性向上を図るため、柔軟な対応を心
がけている。
・従業員の接客態度が徹底されており、きめ細かな
対応がなされている。

管理運営等への反映状況

指定管理者 所管課
第三者評価における指摘・意見等

・特に無し
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